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まさか君は 
三匹の蠅が室内を 
翔びまわり始めて 
時外にはまだ 
狂人は来てぃなく 
それから暫く 
して隙間から一匹 
の蠅が入ってきた 
初めて狂人がそこ 
来て休んだのゝ？リ 
知れなぃ 
なんて考 
いるんじ 
ろぅね 


そ/っすると 

いったい最初 

の三匹の蠅は 

何処から 

発生したのか 

. 0 

くだら 

事を…. 




ましてそれを 
はっきり確かめる 
なんて 

正常な者の j 
する 事 じ や ^ 


そんなばかな 
事がある 
訳がない 




__ ■ 
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■■■ 


150 






































152 







153 











154 



































157 





























蠅ょ/. 

あんたの首の 
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さらに 
それを強く 
意識させるか 
よぅに嘔吐を 
もよおしてく 
そして口の 中 
酸っぱくなっ 
くるとすべす 
として小麦色 
光った僕の皮 
のしたにはは 
あの町のよぅ 
腐れ爛れた 
襤褸の臓物が 

いつぱいつま 
いるのではな 


だがあれは^ 
想像ではなくて^ 
あの町は本当に 
僕の身の内部を 
象徴していたのだ 
そして君の口からも 
蠅が翔び出した 
のを見た 
僕と同じよぅに 
でも僕はずっと 
隠し続けて来た 


0 

■ 


それを君は 
なぜ僕に隠して 

おいてくれなかつ入 

んだあの時 
僕には解って 
いたんだ 
室内には腐敗 
物がちゃんと 
あつた事を… 
そいつは不透明の 
ものに包み隠 
されていて外部 
からは誰にも 
わからない君^ 
自身の内部 ^ 

f ってこ^^ 
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その日はうだるように暑く 
いい知れぬ臭いが人々を支 
配していた…… 



夏一兀 


1967-3 













